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【児童の実態と研究の目的】 
本校は、武藏小杉駅周辺のタワーマンションに住む児童が通学しており、ここ十年ほどの間で、

学級数、児童数共に急激に増加するという環境にある。そのため教材教具が不足するなど、児童に

とって充分とは言えない学習環境のもとで教員も日々授業を行っているという実情がある。 

また、児童の実態として、高学年の学力が高く、私立中学校への進学率も半数近くに及ぶ。塾等

で得た知識は豊富で、日々の授業においても、先行した知識を頼りにして発言する様子が見られ

る。そうした実態に対して、問題解決的な学習を展開し、その学習過程における学びに向かう姿や

自らの考えを深めることの魅力や大切さを伝えたいと考えた。理科の「見方・考え方」の「比較」

や「関係付け」を用いて、同じく理科の「資質・能力」である「問題を見いだす」ことを大切に授

業づくりを行うことで、児童の「主体的な」問題解決の姿を具現化させることを目標とした。 
※理科に関する校内意識調査アンケート（令和２年度より実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※主体的に動き出す姿（左下）、目指す主体的に動き出す各学年の児童の姿（右下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見方・考え方を働かせ、資質・能力を育む理科・生活科の授業づくり 

―子どもが主体的に動き出す授業を目指して ― 

Q８理科の授業で疑問や問題を見つけている

（令和２年度高学年） 

 

 

 

 

 令和２年度における校内アンケートの結果

より、中学年までは合計８０％以上が肯定的

な回答をしていた上の問いに対して、高学年

では合計７４％と減少している傾向が見られ

た。 

 背景には高い受験率からくる先行学習の影

響や、そういった知識豊富な児童に考えを委

ねてしまう児童の存在があると考えた。 



【テーマ実現のための手立て】 
 

 

 

子どもが主体的に動き出すことができるように、特に、比較から差異点 や共通点を見いだしや

すい「導入」に重点を置いて教材研究を行ってきた。そこで見いだした問題が、子ども達の手によ

る実験や観察、充実した話し合いを通して解決するまでの道筋を意識して単元構想を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             導入で提示した資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       単元末でのふり返り 

 

 

 

 

 

 

 A 材、事象 との出会い方を工夫する場 A    「導入」の工夫と「単元全体を見通した構想」 



 

 

 

指導案上で明確に示して実践を重ねることで、系統性などのつながりをもとに、子どもたちの学

びも学年を経るごとに、また一年間ないしは単元の中でも、深まる様子が見られると考えた。その

学年に応じた資質・能力と見方・考え方を年間通して育成し、広義での問題解決能力の育成を目指

してきた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究の成果】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

返し事象に働きかける場面をつくる  B 「資質・能力」と「見方・考え方」を明確にする 

３年「物と重さ」 

児童アンケートで子どもたちが自身の力

をどう認知しているか追跡調査している。

左記は令和２年度に３年生だった児童の結

果の変容だが、各学年で育成すべき資質・

能力に関わる項目を中心に、肯定的な回答

が増えていることが見て取れる。授業づく

りにおいて、教員の我々が意識して資質・

能力の育成を行ってきたことが定着してき

た成果とみられる。 



 

 

 

研究の実際  ５年「流れる水のはたらき」 R4 

多摩川の流れが土地を変化させたのだろうか 

単元を全体を見通した学習問題 

流水実験 

上中下流の石観察 

VRゴーグルによる流域観察 

2019年台風19号上陸時の川の様子 


